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盛岡みたけ支援学校（本校）では、令和４年４月からコミュニティ・スクール（ＣＳ）の取組が始まりました。 

コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」という制度を取り入れた学校のことをいいます。コミュニ

ティ・スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に活かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めて

いくことができます。 

地域のさまざまな分野で活躍する方々（令和７年度は６名）が、学校運営協議委員として学校と連携や協議を

する中で、児童生徒を支える当事者の視点と、幅広い分野の視点で問題の解決策を見いだしたり、学校を含む地

域の将来について考えたりして、地域と学校の願いを共有し取組を進めることができます。 

学校運営協議会では、委員の皆様に高等部校舎や小中学部校舎の授業参観をとおして、児童生徒が学習に集中

して取り組む様子や生き生きと学校生活を送る様子を見ていただいたり、校舎の施設設備の状況等についても把

握していただいたりしています。 

令和７年度 本校を支えてくださる学校運営協議会委員は次の方々です。 

○小笠原 令人 様（さわら園 園長）   ○佐藤 秀彦 様（青山一丁目親和会）  

○大石 和夫 様（前元村南自治会長）  ○藤原 聡志 様（株式会社薬王堂人事部） 

○白畑  勇 様（和光学園 園長）   ○北村 孝士 様（本校ＰＴＡ会長） 

盛岡みたけ支援学校は、小学部・中学部・高等部からなる特別支援学校で、児童生徒の年齢や実態が幅広く、

居住エリアも広範囲にわたるため、多くの関係機関との連携が求められます。「協働」の観点から考えると、特別

支援学校における「地域」とは、児童生徒を取り巻く関係機関を含めた環境そのものです。コミュニティ・スク

ールをベースとしながら学校と地域が一層連携し、子ども・学校・地域が歩む将来のために協働活動の継続と発

展を重ねていきたいと思います。 

 

 

去る 10 月 26 日（日）、本校高等部がお世話になっている盛岡市青山地区の自主防災訓練に、高等部担当

副校長と生徒指導担当職員の２名が参加しました。 

青山地区で長年続いている活動で、ご厚意により今年も参加の枠に入れていただきました。 

今年度の訓練は、①初期消火訓練 ②負傷者搬送訓練 ③応急処置訓練 ④防火服着装体験 ⑤炊き出

し訓練 ⑥避難所設営訓練 ⑦災害伝言ダイヤル訓練 ⑧救助資機材取扱訓練で、盛岡市や消防署はじめ

多くの関係の方々にご指導いただきました。充実した内容に学校・地域・家庭での防災対策、安全への備え

について意識を高めることができました。 

 

 

 

  
 

 

  

コミュニティ・スクール ～地域と共にある学校運営～ 
 

青山地区自主防災訓練 ～地域の取り組み紹介～ 



                                     

 

 

  今年度も小学部、中学部ともに、楽しい修学旅行の思い出をつくることができました。 

全員が体調を崩すことなく元気に参加し、各々の目標を達成することができた修学旅行でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

二戸分教室 
 

奥中山校 
 

修学旅行特集 

小学部５・６年生 中学部３年生① 

中学部３年生② 

新幹線で八戸へ。水産科

学館や蕪島神社に行って

きました。いい思い出が

できました！ 

うみの杜水族館や楽天モバイル

パークなど見てきました。みん

なで食べるマック最高~！！ 

八木山動物園やベニーラ

ンドを満喫！笹かま館で

は実際に笹かまを自分で

焼いて食べました！ 
 

【小学部】二戸大好き 
「二戸大好き」の学習をして

３年目の小学部。今年度は、

特派員から念願のシャ員に

なり、シャ員ナンバー「７５９１

１」で活動しています。 

地域の仕事を調べて大切なこ

とを学んだ、小学部のシャ員た

ちでした！ 

蜂蜜：小野養蜂場さん 豆腐：薄井食品さん 

【中学部】作業製品販売会

～なにゃーとよ市～ 

地域の方々とのやり取りを通して、生徒たちは達成感を味わい、 

販売の楽しさや難しさを学ぶことができました。 

地域と共に 


